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　日本自動車リサイクル部品販売団体協議会では、早稲田

大学環境総合研究センターおよび株式会社早稲田環境研究

所との協力により、LCA を用いて自動車リサイクル部品（リ

ユース部品、リビルト部品）の環境負荷低減効果を数値化。

流通システムと連動した形で CO2 削減効果を算出できる

「グリーンポイントシステム」を通じてリサイクル部品の

利用促進を図っている。

●自動車リサイクル部品の環境負荷低減効果を数値化

　環境負荷の少ない自動車リサイクル部品の利用促進が求

められているが、国内ではまだ認知度が低く、補修部品市

場における利用率は約 6％にとどまっている。また、新品

の部品と比較した場合の環境負荷低減効果についても、客

観的な数値データが整備されていなかった。

　こうしたことから、日本自動車リサイクル部品販売団体

協議会および早稲田大学環境総合研究センターでは、LCA

の考え方に基づき、新品部品の製造・流通過程とリサイク

ル部品の商品化・流通過程の CO2 排出量の比較に関する

共同研究を進め、リサイクル部品 1 点ごとに CO2 削減効

果を数値化し表示するシステムを構築。車種・部品ごとの

データベース化を可能にした。

　さらに株式会社早稲田環境研究所との協力により、自動

車リサイクル部品供給事業者の流通システムと連動した形

で CO2 削減効果を算出できる「グリーンポイントシステム」

を開発し、2009 年 5 月に本格稼動を開始した。

　「グリーンポイントシステム」では、部品流通システムの

部品名や車両データ等とリンクした形で、CO2 排出量に関

するデータベースが一元管理され、業界内のどのシステム

から利用しても同様の数値データが得られるしくみになっ

ている。リサイクル部品として流通する 475 部品、18,734

車 種（ 型 式 ）

をカバーして

おり、日本国

内で走行して

いる大半の自

動車（二輪車

を除く）に対

応することが

できる。

●業界全体でシステムを共同利用
　

　「グリーンポイントシステム」では、リサイクル部品を

利用する自動車整備工場などに対して「CO2 削減貢献にレ

ポート」が提供される。これにより整備工場では、リサイ

クル部品を利用して修理を行うことによる環境負荷低減効

果を、具体的な数値に基づきアピールすることが可能にな

る。さらに、リサイクル部品を利用した整備メニューをユー

ザーに提案するための「ECO 整備見積システム」の検討

も進められている。

　日本自動車リサイクル部品販売団体協議会では、「グリー

ンポイントシステム」の共同利用に向け、「グリーンポイ

ントクラブ」を設立。2009 年 7 月時点で 13 の部品流通

団体が加盟しており、傘下の事業者数は 530 社にのぼっ

ている。2008 年 4 月〜 2009 年 3 月における、「グリー

ンポイントクラブ」全体のリサイクル部品の販売点数は約

332 万点で、新品部品を使用した場合に比べ 160,840 ト

ンの CO2 の排出が抑制されたことになる。

　今後、日本自動車リサイクル部品販売団体協議会では、

「グリーンポイントシステム」の信頼性をさらに高めると

ともに、広報活動の充実、損害保険業界等との連携による

「エコ整備・車検」のメニュー化、ポイントの付与等によ

る「エコユーザー」の拡大などを通じて、リサイクル部品

の利用を促進していく考えだ。

　LCA に関しては様々な研究が進められており、環境配

慮製品の開発などにおける利用事例が見られるが、製品販

売の現場において活用されるケースはまだ限られている。

「グリーンポイントシステム」の取り組みは、LCA の考え

方を製品市場に浸透させていくという点で大きく注目され

るものだといえる。
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排気量 1,500CC、4 ドアセダンの車にリサイクル
部品を使用した CO2 削減表示の一例 広報用ポスター 


